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自己紹介

名前：山本 浩喜（やまもと ひろき）
所属：イオングローバルSCM㈱ 代表取締役社⾧

＜経歴＞
・1996年 ：ジャスコ（現イオン）入社
・～1999年：店舗勤務（三重県・岐阜県）
・～2004年：販売物流（配達工事）
・～2019年：センター運営管理（中部エリア・近畿エリア・首都圏エリア）
・～2022年：西日本運営本部⾧
・～2024年：ソリューション企画本部⾧（SCM物流改革プロジェクト）
・2025年～：現職

＜イオングローバルSCM㈱ 会社概要＞

会社設立： 2007年

本社： 千葉市

展開国： 日本、マレーシア、中国

物流センター： 79センター（国内：71（63拠点）、海外：8）

配送先拠点数： 約5,500ヵ所
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当グループの物流プロセス概要

集荷/引取り 格納 出庫 Picking/仕分 積み付け 出荷/配送集荷/引取り 格納 出庫 Picking/仕分 積み付け 出荷/配送

当社の領域

入荷検品
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物流プロセスにおける主な課題と対応

集荷/引取り 格納 出庫 Picking/仕分 積み付け 出荷/配送集荷/引取り 格納 出庫 Picking/仕分 積み付け 出荷/配送入荷検品

課
題
認
識

人手不足（構内作業者・配送ドライバー）

計画的な物流体制への移行（サプライチェーン全体の情報連携による効率化）

短リードタイム 物量波動

荷待ち時間の管理 運送契約の適正化 積載効率の向上適正なリードタイム確保規制規制

需要予測型への移行
（ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ確保/物量波動緩和）

構内作業計画の最適化
（DX/ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ化）

配送計画の最適化
（総走行距離短縮/積載率改善）

対
応

今後、期待されること 情報プラットフォーム化（共同配送etc）

＋CO₂削減

パレット/クレート規格統一

各種マスターの統一 規制緩和（納品時間制約etc） etc
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＜参考＞イオンの物流「２０２４年問題」対応 2023年12月リリース

現在、下記項目を中心に取組みを継続中


